
2010年度版

1 企画部自主管理推進･環境課

<自主的努力項目記入書式>

提携先 記入日

登録消
費材名

Ⅰ.これまでに努力してきたことや，生産条件の限界性など

Ⅱ.前年度に努力したことへの評価(成果や課題)

Ⅲ.上記の成果や課題につながる今年度の努力目標､または今年度の新たな努力目標

<自主的努力項目記入書式>

提携先 記入日
登録消
費材名

Ⅰ.これまでに努力してきたことや，生産条件の限界性など

Ⅱ.前年度に努力したことへの評価(成果や課題)

Ⅲ.上記の成果や課題につながる今年度の努力目標､または今年度の新たな努力目標

黒糖ふがし、こまち麩、本葛入り久寿餅、紅白くず餅、ひなくず餅、いちごもち、
わらび餅、クリスマスカレンダー菓子。

なま麩、よもぎ入りなま麩

引き続き髪の毛混入ゼロを目指します。そして、設備機械等の清掃とメンテナンスを徹底し
事故防止のレベルを高めます。年数回の大掃除という概念をなくし、毎日の清掃を徹底する
ことで生産汚れをなくし、今後もレベルの高いものを進めます。

社内で衛生チームを設け、５Ｓの徹底に心がけました。

社内で衛生チームを作り、従業員主導の衛生管理体制を作りました。
従業員主導にすることで各自の意識向上を目標にしましたが、互いに注意しあったり積極的
に意見を出したりして効果があったと思います。

引き続き従業員主導の衛生管理体制を継続します。
今後も作業員個々の意識レベルを高めることで異物混入阻止等に繋がるように努力します。

株式会社　ミサワ食品 2010/9/1

株式会社　ミサワ食品 2010/9/7

生産効率の徹底及びロスの削減、製品に接触する設備機械類の清掃とメンテナンス。これら
を見直し突発的機械トラブルによる緊急停止等を根絶する。事故防止対策の向上。

髪の毛混入ゼロを各生産者と続けて参りましたが、２年１０ヶ月の期間で閉じました。今後
もこの目標以上の達成が出来るよう推進及び指導していきます。製造ライン設備の清掃を徹
底して行いました。終業時毎の分解清掃を徹底した結果、定期大掃除が不必要となり、その
日の汚れはその日に除去対策は良かったと思います。
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2 企画部自主管理推進･環境課

<自主的努力項目記入書式>

提携先 記入日
登録消
費材名

Ⅰ.これまでに努力してきたことや，生産条件の限界性など

Ⅱ.前年度に努力したことへの評価(成果や課題)

Ⅲ.上記の成果や課題につながる今年度の努力目標､または今年度の新たな努力目標

<自主的努力項目記入書式>

提携先 記入日
登録消
費材名

Ⅰ.これまでに努力してきたことや，生産条件の限界性など

Ⅱ.前年度に努力したことへの評価(成果や課題)

Ⅲ.上記の成果や課題につながる今年度の努力目標､または今年度の新たな努力目標

国産果汁の一口ゼリーミックス

バウムクーヘン
株式会社ミサワ食品 2010/9/7

異物混入ゼロを目指してきました。包装機の配置を変え、新しい検品ラインを設けることで
検品の強化に取り組み、さらに生産性の効率にも繋げました。

異物・毛髪混入のクレームはゼロでした。今後も安心安全な製品を作っていくために、原料
等の新しい情報を意識して生産に取り組んでいきます。

従業員の衛生管理や検品に対する意識を持続し、今後も異物混入ゼロを目指して努めて参り
ます。

異物混入対策の強化を図りました。
（補虫機の交換、防虫防飛ランプの交換。）

目標達成には至りませんが、クレーム事例は減少方向にあります。

昨年度に引き続き異物混入事例「０」を目指します。
その他、工場内の衛生管理面の見直し、不足な点の改善を行い、生産管理の向上を目指しま
す。

株式会社 ミサワ食品 2010/9/7
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3 企画部自主管理推進･環境課

<自主的努力項目記入書式>

提携先 記入日
登録消
費材名

Ⅰ.これまでに努力してきたことや，生産条件の限界性など

Ⅱ.前年度に努力したことへの評価(成果や課題)

Ⅲ.上記の成果や課題につながる今年度の努力目標､または今年度の新たな努力目標

<自主的努力項目記入書式>

提携先 記入日
登録消
費材名

Ⅰ.これまでに努力してきたことや，生産条件の限界性など

Ⅱ.前年度に努力したことへの評価(成果や課題)

Ⅲ.上記の成果や課題につながる今年度の努力目標､または今年度の新たな努力目標

庄内板麩(国内産)5枚

たまごボーロ
株式会社　ミサワ食品 2010/9/9

従来にないサイズの製品開発に試作を繰り返し、新たな規格の消費材を開発した。

品質向上のため品質管理課を設置し、食品製造に対する従事者の意識向上そして品質の安定
に努める

消費材の安定した供給に努める。社内での勉強会を定期的に行ない従事者への周知徹底と品
質に係る意識向上を図る

一昨年,夏に虫の混入事故が発生したことを受け、昨年　夏から秋に向け、自社内で防虫管
理･記録を行い、清掃等に重点をおき、進めてきました。

昨年は、虫の混入事故はなく,一定の成果はあったものの、捕虫器には、相当量の虫が捕獲さ
れている事から、昨年は、たまたまなかったという認識をし、さらなる防虫管理が必要であ
ると考えました。

虫の混入事故を,確実に排除するため、今年,春から防虫業者に委託し、工場内にトラップを
設置、捕獲昆虫の分析を行ない、有効な手段を指導してもらい,実施していくこととしまし
た。
また、工場内清掃については、毎日の日常清掃では、出来ない部分（チェックリスト作成）
を毎月1度、製造を止めて行う一斉清掃日を設け、実行していきます。

株式会社　ミサワ食品 2010/9/7
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4 企画部自主管理推進･環境課

<自主的努力項目記入書式>

提携先 記入日
登録消
費材名

Ⅰ.これまでに努力してきたことや，生産条件の限界性など

Ⅱ.前年度に努力したことへの評価(成果や課題)

Ⅲ.上記の成果や課題につながる今年度の努力目標､または今年度の新たな努力目標

<自主的努力項目記入書式>

提携先 記入日

登録消
費材名

Ⅰ.これまでに努力してきたことや，生産条件の限界性など

Ⅱ.前年度に努力したことへの評価(成果や課題)

Ⅲ.上記の成果や課題につながる今年度の努力目標､または今年度の新たな努力目標

黒ごまタフィー　アーモンドタフィー

乳化剤未使用生地の製造時の生地コンディションを安定させ、コゲの発生、保形不良を低減
する。

工程内の異物混入、焼成不良につながる、自動焼成機の油引きブラシの点検・管理を週に2回
の頻度で実施し、劣化して処分した刷毛の本数の管理ができたので、ブラシ混入の発生、焼
型へのコゲ付着を改善できました。

今後も焼成機の管理を継続し、製造品の焼成不良数を低減し、工場からの廃棄重量を少なく
いたします。

水飴を使用した、製品で、毛髪などが付着しやすく、従業員の帽子のかぶり方　粘着ロー
ラーがけなどには、注意をはらいました。　しかし、最終的には回数や決まりよりも、それ
ぞれが気にかける事が大事だと思います

アイテムが2品になりましたが、おかげさまで、１年間クレームはゼロに抑えることができま
した。　課題はむしろクレームがないときの油断と、再度の確認と思われます

今年もクレームゼロを続けていきたいと思っています。　過去のクレームの振り返り、毛髪
焦げ異物　印字間違いの改善を再度確認していきたいと思います

株式会社　ミサワ食品 2010/9/14
栗入カステラまんじゅう、人形焼（こし餡）、ワッフルカスタード、ワッフル胡
麻、ワッフル苺、チーズドッグ、チョコドッグ

株式会社　ミサワ食品 2010/9/10
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5 企画部自主管理推進･環境課

<自主的努力項目記入書式>

提携先 記入日
登録消
費材名

Ⅰ.これまでに努力してきたことや，生産条件の限界性など

Ⅱ.前年度に努力したことへの評価(成果や課題)

Ⅲ.上記の成果や課題につながる今年度の努力目標､または今年度の新たな努力目標

<自主的努力項目記入書式>

提携先 記入日
登録消
費材名

Ⅰ.これまでに努力してきたことや，生産条件の限界性など

Ⅱ.前年度に努力したことへの評価(成果や課題)

Ⅲ.上記の成果や課題につながる今年度の努力目標､または今年度の新たな努力目標
作業効率や製品の安定した事に安心せず、これからも緊張感を持ってお客様のために
安心安全を目標に努力致します。

株式会社　ミサワ食品 2010/9/27

『①揚げもち塩味②ひねり揚』
１日の作業のうち複数の製品切替を実施していたがこれをなるべく切り替えが無くなる様に
計画を立て切替時の時間を無駄にせず少しでも生産出来る様にしました。
またフライヤーの自動化を図り、より安定した製品を製造できるようになりました。
『③黒豆おかき』
黒豆練り込み生地と生地自体の厚みにより生地水分値に左右されやすいため乾燥工程での
こまめな水分測定や乾燥後の保存方法（エージング）について努力致しました。
焼成工程で「運行窯」を使用する為、通常焼成品より生産能力が劣り、大量生産は厳しいと
思われます。

『揚げもち塩味』
細かい管理が出来る様になった分作業効率が良くなり現場作業員への負担も軽くなって
管理側も安心して任せる事が出来る様になりました。また、製品の耐久性も安定致しまし
た。
『ひねり揚』
前年度生産実績なし
『黒豆おかき』
生地乾燥状態を管理することによって、焼成時の割れを軽減できました。

レモンラムネ菓子

個包装の不良率を下げること、及び仕上がり品質の向上。
昨年の選別強化に引き続き、川上からの改善を行うようにしたこと。
（良くも、悪くも「人」の問題となる出来る人はなにも対策しなくとも出来るというこ
と。）

製品のバラつきは減った。

2つ以上の担当箇所を習得するように努力。　配置換えが可能になれば、労働時間の不公平が
少なくなる。

株式会社　ミサワ食品 2010/9/13

①ぬれ餅　②１６０ｇ揚げもち塩味　③１２０ｇひねり揚　④１１５ｇ黒豆おかき
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6 企画部自主管理推進･環境課

<自主的努力項目記入書式>

提携先 記入日
登録消
費材名

Ⅰ.これまでに努力してきたことや，生産条件の限界性など

Ⅱ.前年度に努力したことへの評価(成果や課題)

Ⅲ.上記の成果や課題につながる今年度の努力目標､または今年度の新たな努力目標

<自主的努力項目記入書式>

提携先 記入日
登録消
費材名

Ⅰ.これまでに努力してきたことや，生産条件の限界性など

Ⅱ.前年度に努力したことへの評価(成果や課題)

Ⅲ.上記の成果や課題につながる今年度の努力目標､または今年度の新たな努力目標

株式会社　ミサワ食品 2010/9/16
車麩

異物混入とクレーム「ゼロ」を目指しています。工場内の環境を整備します。

花麩

生産効率の徹底及びロスの削減、製品に接触する設備機械類の清掃とメンテナンス。これら
を見直し突発的機械トラブルによる緊急停止等を根絶する。事故防止対策の向上。

髪の毛混入ゼロを各生産者と続けて参りましたが、２年１０ヶ月の期間で閉じました。今後
もこの目標以上の達成が出来るよう推進及び指導していきます。

引き続き髪の毛混入ゼロを目指します。そして、設備機械等の清掃とメンテナンスを徹底し
事故防止のレベルを高めます。年数回の大掃除という概念をなくし、毎日の清掃を徹底する
ことで生産汚れを極力減らす方向へ推進致します。

今年も達成でき良かったと思います。さらに続けるよう取り組みを推進いたします。工場内環境
を整備し作業者に必要以上の負担が掛かり過ぎないよう改善しました。結果20～25％の達成度
合いとなりました。

引き続きクレーム発生「ゼロ」を目指します。工場内環境を改善することで作業のしやすい運営
を構築していきます。

株式会社　ミサワ食品 2010/9/16
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